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 アンチセンス法は、標的 mRNAに相補的な配列を持つオリゴ核酸により翻訳を抑制する手法であり、

遺伝子ノックダウン法や核酸医薬として幅広く利用されている。その翻訳阻害能の向上のために、化

学修飾核酸や標的 mRNA と共有結合を形成するオリゴ核酸を利用した手法が報告されている。一方

我々のグループでは、標的 DNA/RNA 上でオリゴ核酸断片同士が連結反応を引き起こし、ロタキサン

様複合体を形成する手法 1を開発した。ここで生じる複合体の安定性を鑑み、高い翻訳阻害活性を示す

アンチセンス法として応用が可能であると考えた。標的である GFP mRNA の相補 DNA の断片に分岐

鎖を導入し、末端にホスホロチオエート(PS)基およびヨードアセトアミド(IAc)基を導入した DNA を合

成し、標的 mRNA 上での連結反応と細胞系での遺伝子発現抑制効果の評価を行った。本発表ではその

詳細について報告を行う。 
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